






これまで,われわれは,主に,第Ⅱ因子の二次元免疫電気泳動法によって乳児ビタミン K 欠

乏症における PIVKA-Ⅱの動態を検討してきた。 

今回は,本症の発症時およびビタミン K 投与後の硫酸バリウム吸着血漿を用い,Laurell 法

にて PIVKA-Ⅱを定量的に測定し,第Ⅱ因子凝固活性(Ⅱ:C),総第Ⅱ咽子抗原量(総Ⅱ:Ag),

正常第Ⅱ因子抗原量と比較検討したので,その結果を報告する。 


